
平成１８年度 第２回芦屋市次世代育成支援対策行動計画評価委員会会議要旨 
 

日  時 平成１８年１０月２８日（土） 午前10時00分～午前11時40分 

会  場 市役所北館２階第３会議室 

出席者 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長：佐々木 勝一（京都光華女子大学助教授） 
副委員長：中田 智恵海（仏教大学教授） 
委員：石谷 春奈（市民委員） 

榎田 敏彦（市民委員） 
大脇 巧己（NPO法人さんぴぃす事務局長） 
津田 秀穂（芦屋市商工会事務局長） 
成田 直美（芦屋市PTA協議会会長） 
野田 京子（芦屋栄養士会会長） 
浅原 友美（芦屋市保健福祉部長） 

委員会が必要と認める者： 
芦屋市生活環境部児童センター所長（花岡 光義） 
芦屋市保健福祉部こども課保育所担当課長（松尾 秀作） 
芦屋市教育委員会管理部次長（橋本 達広） 
芦屋市教育委員会社会教育部次長（川崎 正年） 
芦屋市教育委員会社会教育部スポーツ・青少年課課長（西 初吉） 

事務局：芦屋市保健福祉部次長    浅田 太枝子 
       〃    こども課長 中村 尚代 
       〃    こども課  余吾 康幸 
                  船曵 純子 

欠席者 辰馬 佐織（芦屋市保育推進保護者会協議会会長），河盛 重造（芦屋市医師 
会理事）,牧野 君代（芦屋市青少年育成愛護委員会会長） 

会議の公表 公開 

傍聴者   なし 

 

≪議題≫ 

１． 特定事業及び推進事業の評価について 

２． 今後の予定等について 

３． その他 

≪内容≫ 

委員長より挨拶。 

前回欠席した委員の紹介等。 

今日予定していることの確認。 

① １７年度 特定事業及び推進事業の評価 

② 今後の予定等 

① １７年度 特定事業及び推進事業の評価 
・１７年度特定事業及び推進事業の評価については基準として，こども課の基準案を採用するこ

との確認。特定事業のうち２１年度の目標設定できているものについての評価については，こ
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ども課の基準を採用し，委員から出された総意の意見があれば付記して評価とする。 

・ ２１年度目標を設定していないものについての進捗，評価についての取り扱いについて，評

価の対象になりにくいので，毎年報告のみとして，意見・要望などを募ることとする。 

平成１７年度特定事業・推進事業の評価終了。個別事業評価に関する委員会総意の意見なし。 

②今後の予定等 

・ 今回は特定事業，推進事業の評価を行ったが，来年度の評価を行うことについての意見があ

れば各委員が事務局に送付して事務局が調整する。 

・ 次年度以降も，こども課が資料の調整を行い作成した資料を基に評価する。 

                                        以上 
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